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障害児教育教員養成課程学生の福祉系職業への就職志望について
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(1998年ll月30日受付）

本研究は、障害児教育教員養成課程に在籍する学生の中に卒業後の進路として福祉系の職種を
希望するものが増加してきていることをふまえ、今後の学生への進路指導のあり方を検討するた
めの資料を提供することを目的に企画されたものである。

本学の障害児教育教員養成課程に在籍する2回生から4回生を対象にして、 「大学入学前に志
望していた学部｣、 「大学入学前に志望していた将来の職業｣、 「現時点で希望する将来の職業．職

種｣、 「就職に対する意識｣、 「希望する仕事の性格｣、 「就職への支援に関わる大学への要望|、及
び「就職に向けた準備の状況」に関して質間紙による調査を行った。

その結果、本課程の学生たちは、入学前に志望していた大学の学部が、 「教育系学部」を希望

していた者と「福祉系学部」を志望していた者とに二分されており、 「教育学部でも福祉を学ぶ
ことができる」と考えて入学した学生が約半数ほどをしめていたことがわかった。入学後は教員

を志望する学生、それも本課程の特色を反映して「特殊教育諸学校教員」を志望する学生の割合
が高まっていく傾向が確認されたが、他方で、採用試験枠の急減を受けて、福祉系の仕事を志望
し、その方面への就職情報の提供などを求める傾向が確認された。しかしながら、全体に就職に

向けた準備が非常に遅く、早い学年から将来の進路について考えさせる機会を設定する必要性も
示唆された。

I．はじめに

これまで各教員養成系の大学では各地域に教員を供給する役割を担ってきたが、総合大
学などの出身学生の教員への就職者の増加にしたがい、学生の教職への就職率が低下して

きている。これに従って、教員養成課程を卒業した後に教職以外の公務員や民間企業に就
職する学生の割合が年々高まらざるを得なくなってきている。

障害児教育教員養成課程に在籍する学生の進路の傾向もこの流れの中にあるが、 とりわ

け教員への就職率の低下は、学生への進路指導の大きな課題の一つとなっている。

大阪教育大学の学生の多くが志望する大阪府及び大阪市では、教員採用試験において特
殊教育諸学校教員の別枠方式を採用していないために、大学において学習してきた専門性
を採用試験に十分に活かすことが難しいという不利な条件のもとにおかれている。
採用試験における特殊教育諸学校教員の別枠採用の実施状況と、その自治体における当
該校教員の盲学校教員免許状、聾学校教員免許状及び養護学校教員免許状の保有者の割合
とは明確な関係があることが報告されている。すなわち、別枠採用を行っている自治体に

おける特殊教育諸学校教員の当該校種に関わる免許状の保有率は高く、別枠採用を実施し
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